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１１月１１日（月）１・２時
じ

間
かん

目
め

に、５年生
ねんせい

がすくすく農園
のうえん

で脱穀
だっこく

をしました。脱穀
だっこく

とは、乾燥
かんそう

させた稲
いね

から籾
もみ

（稲
いね

の実
み

【種
たね

】のこと）をとる作
さ

業
ぎょう

をいいます。３年生
ねんせい

は昔
むかし

のくらしの勉強
べんきょう

の一環
いっかん

として、脱
だっ

穀
こ く

作
さ

業
ぎょう

や道
どう

具
ぐ

などの見学
けんがく

をしました。 

現在
げんざい

の農業
のうぎょう

では、コンバインという機
き

械
かい

を使
つか

って稲
いね

刈
か

りと脱穀
だっこく

を一
いっ

気
き

に行
おこな

いますが、すくすく農園
のうえん

では、

昔
むかし

ながらの千
せん

歯
ば

こき・足
あし

ふみ脱
だっ

穀
こ く

機
き

を使
つか

い脱穀
だっこく

しました。手
て

作
さ

業
ぎょう

になるので、きれいに脱穀
だっこく

することがで

きず、稲
いね

に籾
もみ

がついた状態
じょうたい

でした。その後
あと

は竹
たけ

を使
つか

ったり、指
ゆび

で籾
もみ

を脱穀
だっこく

していきました。機
き

械
かい

ですると

早
はや

い作
さ

業
ぎょう

ですが、手
て

作
さ

業
ぎょう

だととても時
じ

間
かん

がかかりました。脱穀
だっこく

された籾
もみ

の中
なか

には藁
わら

くずがたくさん混
ま

ざっ

ているので、風
かぜ

で藁
わら

を吹
ふ

き飛
とば

ばしていきます。今回
こんかい

は唐箕
と う み

という木
き

でできた道
どう

具
ぐ

を使
し

用
よう

しましたが、現在
げんざい

はコンバインという機
き

械
かい

で稲
いね

刈
か

りと同時
ど う じ

に脱穀
だっこく

ができ作
さ

業
ぎょう

軽
けい

減
げん

が可
か

能
のう

となりました。昔
むかし

の農業
のうぎょう

と近代
きんだい

の

農業
のうぎょう

の大
おお

きな違
ちが

いは作
さ

業
ぎょう

にかかる時
じ

間
かん

ではないでしょうか。この唐箕
と う み

という道具
ど う ぐ

は、今
いま

ではとても貴
き

重
ちょう

なものです。箕
みの

輪
わ

小
しょう

学
がっ

校
こう

に展
てん

示
じ

されているので、皆
みな

さん見
み

てみてくださいね！ 
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